
DX推進プラットフォーム

「2025年の崖」を飛び超えた世界へ
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https://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/2104/05/news008.html



日本のエンジニアの7割が所属するベンダーの状況
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DXするぞ!!
人材がいない。

ベンダーに依頼しよう

アジャイル開発
AI/ブロックチェーン
POC(小規模)
の技術者を

エンジニアいません
探します

事業会社 ベンダー

エンジニアいます!

アジャイル開発
AI/ブロックチェーン
できない・・・

ベンダー



この結果

2次受け、3次受けのベンダーに優秀技術者がいても
エンドユーザーである事業会社に届かない
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プロジェクトの都度集められたエンジニア集団になるため
ノウハウが蓄積できない。属人化。

属人化している技術、業界知識を共有する仕組みがない

技術

業界
知識

人材
連携



お客様主体のアジャイル拠点

お客様
企業

¥

ベンダー スタートアップアライアンス

準委任契約

アジャイル拠点

プロダクトオーナ
として参画

価値創造

DX推進プラット
フォーム

DB

活用

業務DX

レベニューシェア



デジタルトランスフォーメーションの道筋
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デジタイゼーション
•既存業務の効率化、デジタル化
DXに取り組む人材を選抜、育成できるよう生産性向上させ、既存業務負荷を
下げる
(例)ペーパレス、ハンコレス、システム刷新、手作業からデジタル作業へ

デジタライゼーション
• デジタルベースで業務改革
AIやブロックチェーン等の技術を取り入れ
例)セキュリティ向上、BIツール(データ活用)

デジタルトランスフォーメーション

•業務改革とイノベーション
持続成⾧に向けDX実現、新規事業創出
DX推進プラットフォーム構築

•DX認定取得
税優遇制度を受けながらDX企業としてブランド力、
採用力向上、貴社の目指すDXの定義が可能



アジャイル
ガイドライ

ン

アジャイ
ル拠点A

アジャイ
ル拠点B

アジャイ
ル拠点C

アジャイ
ル拠点D

新規事業
人材育成
拠点

ノウハウ集約

データ

システム
ガイドライン
UI/UX/セキュリ

ティ

共通部品
OSS活用

貴社

A部署 B部署 C部署 D部署

情報集約システムベンダー

複数アジャイル拠点を並行で動かし共通ガイドラインを構築しながら
情報集約基盤を構築
DXレポート2が提示するアジャイル拠点だけではなく横ぐしのノウハウ蓄積の
仕組みも構築（日本の強み:個別最適化強化 DX:全体最適化をデジタルで)

DX/IT戦略
データ分析

VR オフィス

目指すDX体制

DX推進プラットフォーム



DX推進プラットフォーム特徴
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プロジェクト共有

アウトプットの機会を増やす
・共同作業で情報共有
・どこにいても集まれる
・VRイベント会場で発表

VRオフィスを活用

ナレッジ分析
・頻繁に出るワード
・活気な業界判明

ナレッジ共有

横連携のための情報
・共通部品化検討
・他部署への協力
・他部署状況可視化



ありがとうございました


